
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

【請求項２】
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先端に負圧チャックが装着されているアームと、アームを水平直線移動させるための水
平直線駆動機構と、アームを垂直直線移動させるための垂直直線駆動機構と、金属製の薄
板よりなり、形状、大きさが異なる複数種類のリーフを格納するための複数のリーフ用マ
ガジンと、内部にコリメータを形成するためのホルダーとを備え、放射線治療で病変部の
形状に合わせて放射線の照射野を定めるための汎用患者コリメータを形成する装置であっ
て、アームによりマガジンに格納されているリーフを１枚ずつ保持し、水平直線駆動機構
および垂直直線駆動機構によりアームをホルダー上部へと移動し、積層断面が病変部の形
状に合致するよう水平方向にアームの位置をずらしてリーフを設置することを繰り返する
ことで複数枚のリーフを積層し、さらに、上方向または下方向のいずれか、または、上下
両方向から荷重を加えて積層されたリーフを固定することで汎用患者コリメータを形成す
ることを特徴とする汎用患者コリメータ形成装置。

先端に負圧チャックが装着されているアームと、アームを水平直線移動させるための水
平直線駆動機構と、アームを垂直直線移動させるための垂直直線駆動機構と、金属製の薄
板よりなり、形状、大きさが異なる複数種類のリーフを格納するための複数のリーフ用マ
ガジンと、内部にコリメータを形成するためのホルダーとを備え、放射線治療で病変部の
形状に合わせて放射線の照射野を定めるための汎用患者コリメータを形成する装置であっ
て、アームによりマガジンに格納されているリーフを１枚ずつ保持し、水平直線駆動機構



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　この出願の発明は、汎用患者コリメータ に関するものである。さらに詳しくは
、放射線治療において病変部の形状に合わせて放射線の照射野を定めるための汎用患者コ
リメータ に関するものである。
【０００２】
【従来の技術とその課題】
　癌等の病変部に対し放射線を照射して治療を行なう放射線治療は、病状の進行を抑える
化学治療と異なり、病変部そのものを治療する根治性が高い療法であり、さらには、外科
療法と比較して患部の機能と形態の欠損が少ないことから、近年、その重要性が高まりつ
つある。特に、早期肺癌や早期乳癌等では、放射線治療が非常に有効であると考えられて
いる。
【０００３】
　このような放射線治療において、安全性の観点から特に重要であると考えられるのは、
放射線を病変部の形状に合わせて照射し、他の正常組織には照射を極力避けることである
。このため、放射線治療装置では、放射線の体表上での照射野を病変部の形状に合わせて
絞り込む必要がある。
【０００４】
　照射野の絞り込みには、従来、真鍮ブロックを患者の腫瘍投影形状に適合するよう切削
したものをコリメータとして放射線の進路中に置く方法が知られている。この方法におい
ては、真鍮ブロックを切削するために手間と時間がかかることが問題となっている。腫瘍
形状は、患者ひとりひとりにつき異なることや、治療の進捗によって変化することから、
コリメータは患者一人あたりにつき平均で３個必要であるといわれている。コリメータ１
個当たりの作製費用は約５万円であり、また、使用後は低レベル放射性廃棄物として取り
扱わねばならないことから再利用も難しく、使用後の処理コストや保管コストが膨大なも
のとなっているのが現状である。
【０００５】
　一方、上記の問題を解決する技術として、開口の形状を自動的に調節可能な絞り装置を
放射線パス中に設置して照射野を生成する手法が公知である。最近では、多分割原体絞り
を備えた多葉コリメータが広く用いられている。図４に示すように、多葉コリメータは、
上絞り装置（４１）、下絞り装置（４２）から構成される。上絞り装置（４１）は、図中
の方向ａに開動する。下絞り装置（４２）は複数のリーフ（４３）からなり、図中の方向
ｂに開動する。それぞれのリーフ（４３）は、照射野形状が病変部の形状に合致するよう
に独立して移動する。
【０００６】
　多葉コリメータにおいては、複数のリーフのぞれぞれを機械的に移動制御することから
、装置として大掛かりなものにならざるを得ず、そのため、患部に十分に近づけることが
できなかった。そのため、患部と一定の距離を置かねばならず、放射線が散乱してしまい
、これが精度の高い治療を妨げる原因となっていた。
【０００７】
　この出願の発明は、以上の通りの事情に鑑みてなされたものであり、高い精度で病変部
形状を再現し、再利用可能であり、かつ、コンパクトで患部に接近可能な汎用患者コリメ
ータ を提供することを課題としている。
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および垂直直線駆動機構によりアームをホルダー上部へと移動し、積層断面が病変部の形
状に合致するよう水平方向にアームの位置をずらしてリーフを設置することを繰り返する
ことで複数枚のリーフを積層し、ホルダー上部にリーフ上面と接するように設置されたリ
ーフ固定用爪による反力と等しい荷重をリーフ下面から加えることで、リーフを積層する
際にリーフ上面の高さが常に一定となるように固定することを特徴とする汎用患者コリメ
ータ形成装置。

形成装置

を形成する装置

を形成する装置



【０００８】
【課題を解決するための手段】
　この出願の発明は、上記の課題を解決するものとして、

【０００９】
　また、この出願の発明は、

【００１０】
【発明の実施の形態】
　 は上記のとおりの特徴をもつものであるが、以下にその実施の形態につ
いて説明する。
【００１１】
　この出願の発明 汎用患者コリメータは、金属製の薄板をリーフとして備え
ており、複数のリーフをホルダー中で積層し固定することで形成される。より具体的には
、ホルダー内部にて積層断面が病変部の形状に合致するよう水平方向に位置をずらしなが
ら複数のリーフが積層される。積層された後、上方向または下方向のいずれか、または上
下両方向から荷重が加えることによりリーフは固定され、汎用患者コリメータが形成され
る。
【００１２】
　 である汎用患者コリメータ形成装置の構成について、図１に断面図を示
す。
【００１３】
　汎用患者コリメータ形成装置は、先端に負圧チャック（１１）が装着されているアーム
（１２）と、アーム（１２）を水平直線移動させるための水平直線駆動機構（１３）と、
アームを垂直直線移動させるための垂直直線駆動機構（１４）と、鉄や銅、鉄合金、ニッ
ケル合金等の金属製の薄板であるリーフ（１５）を格納するためのマガジン（１６）と、
内部にコリメータ（１７）を形成するためのホルダー（１８）とを備える。
【００１４】
　アーム（１２）をマガジン（１６）上部まで移動し、負圧チャック（１１）によりマガ
ジン（１６）に格納されているリーフ（１５）を１枚ずつ保持する。そして、水平直線駆
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先端に負圧チャックが装着され
ているアームと、アームを水平直線移動させるための水平直線駆動機構と、アームを垂直
直線移動させるための垂直直線駆動機構と、金属製の薄板よりなり、形状、大きさが異な
る複数種類のリーフを格納するための複数のリーフ用マガジンと、内部にコリメータを形
成するためのホルダーとを備え、放射線治療で病変部の形状に合わせて放射線の照射野を
定めるための汎用患者コリメータを形成する装置であって、アームによりマガジンに格納
されているリーフを１枚ずつ保持し、水平直線駆動機構および垂直直線駆動機構によりア
ームをホルダー上部へと移動し、積層断面が病変部の形状に合致するよう水平方向にアー
ムの位置をずらしてリーフを設置することを繰り返することで複数枚のリーフを積層し、
さらに、上方向または下方向のいずれか、または、上下両方向から荷重を加えて積層され
たリーフを固定することで汎用患者コリメータを形成することを特徴とする汎用患者コリ
メータ形成装置を提供する。

先端に負圧チャックが装着されているアームと、アームを水
平直線移動させるための水平直線駆動機構と、アームを垂直直線移動させるための垂直直
線駆動機構と、金属製の薄板よりなり、形状、大きさが異なる複数種類のリーフを格納す
るための複数のリーフ用マガジンと、内部にコリメータを形成するためのホルダーとを備
え、放射線治療で病変部の形状に合わせて放射線の照射野を定めるための汎用患者コリメ
ータを形成する装置であって、アームによりマガジンに格納されているリーフを１枚ずつ
保持し、水平直線駆動機構および垂直直線駆動機構によりアームをホルダー上部へと移動
し、積層断面が病変部の形状に合致するよう水平方向にアームの位置をずらしてリーフを
設置することを繰り返することで複数枚のリーフを積層し、ホルダー上部にリーフ上面と
接するように設置されたリーフ固定用爪による反力と等しい荷重をリーフ下面から加える
ことで、リーフを積層する際にリーフ上面の高さが常に一定となるように固定することを
特徴とする汎用患者コリメータ形成装置を提供する。

この出願の発明

で形成される

この出願の発明



動機構（１３）および垂直直線駆動機構（１４）によりアーム（１２）をホルダー（１８
）上部へと移動し、積層断面が病変部の形状に合致するようアーム（１２）の水平位置を
ずらしてリーフ（１５）を設置する。これを繰り返することで複数枚のリーフ（１５）を
積層し、さらに、上面または下面のいずれか、または、上下両面から荷重を加えて積層さ
れたリーフを固定することでコリメータ（１７）を形成する。
【００１５】
　リーフ（１５）の形状、大きさは複数種類用意され、汎用患者コリメータ形成装置には
リーフ（１５）の種類分のマガジン（１６）が備えられている。
【００１６】
　図２にこの出願の発明である汎用患者コリメータ形成装置の立面図を示す。
【００１７】
　リーフ下面（２１）から荷重を加える場合には、リーフ上面（２２）がリーフ固定用爪
（２３）により固定される。ホルダー（２４）内部には、リーフを載せるためのリーフ搭
載板（２５）を先端に備える受け軸（２６）があり、リーフ下面（２１）から一定の荷重
が加えられる。受け軸（２６）により加えられる荷重は、リーフ固定用爪（２３）による
反力と等しく設定され、リーフが積層される際には、リーフ上面（２２）の高さは常に一
定となる。リーフ上面（２２）の高さを常に一定とすることで、図３に示すような、極め
て複雑な形状を持つコリメータの形成も可能となる。
【００１８】
　この出願の発明 汎用患者コリメータは、以上で説明した通り形成されるも
のであるが、鉄の薄板をリーフとして用いることにより、図３に示したように、真鍮ブロ
ックを切削加工した場合と同程度に精密な病変部形状の再現が可能である。
【００１９】
　また、多葉コリメータとは異なり、複数のリーフのぞれぞれを機械的に移動制御するた
めの機構を必要としないことから、形成される汎用患者コリメータおよび形成するための
汎用患者コリメータ形成装置の両方が、非常にコンパクトである。したがって、コリメー
タを患部に接近させることが可能であり、空気による放射線の散乱が低減され、高効率で
ある放射線治療が行われる。
【００２０】
　放射線治療に使用した後も、再度、コリメータを形成しなおすことで、リーフの再利用
が可能であることは言うまでもない。
【００２１】
【発明の効果】
　以上、詳しく説明した通り、この出願の発明により、高い精度で病変部形状を再現し、
再利用可能であり、かつ、コンパクトで患部に接近可能な汎用患者コリメータが提供され
る。
【００２２】
　この出願の発明により提供される汎用患者コリメータは、極めてコンパクトであること
からコリメータを患部に接近させての高効率な放射線治療が行われる。また、形成される
コリメータの形状を病変部形状に高い精度で近づけることも可能であるばかりか、コリメ
ータを再構成することでリーフを再利用できることから、使用後の処理コストや保管コス
トの低減に極めて有効であると考えられる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　この出願の発明である汎用患者コリメータ形成装置の構成を示した概要図であ
る。
【図２】　この出願の発明である汎用患者コリメータ形成装置の構成を示した概要図であ
る。
【図３】　この出願の発明である汎用患者コリメータ形成装置により形成された汎用患者
コリメータを示した写真である。
【図４】　従来技術である多葉コリメータの構成を示した概要図である。
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【符号の説明】
１１　負圧チャック
１２　アーム
１３　水平直線駆動機構
１４　垂直直線駆動機構
１５　リーフ
１６　リーフ用マガジン
１７　コリメータ
１８　ホルダー
２１　リーフ下面
２２　リーフ上面
２３　リーフ固定用爪
２４　ホルダー
２５　リーフ搭載板
２６　受け軸
４１　上絞り装置
４２　下絞り装置
４３　リーフ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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